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（２）自然増減と社会増減 

  ①出生・死亡数の推移 

本町の出生数は減少と増加を繰り返しながら推移しており、平成 26 年の出生数は

56 人で、昭和 60 年（153 人）の 3 分の 1 程度まで減少している。 

一方で、死亡数は緩やかな増加傾向で推移しており、平成 26 年の死亡数（149

人）は昭和 60 年（136 人）の 1.1 倍程度になっている。 

昭和 60 年には出生数が死亡数を 17 人程度上回り自然増の状態であったが、昭和

61 年や昭和 63 年、平成 2 年以降には死亡数が出生数を上回った。 

 

図 1.4 出生・死亡数の推移 

 

 

 

出典：新潟県の人口移動 
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  ②合計特殊出生率の推移 

本町の合計特殊出生率は新潟県や全国の値よりも高く、平成 25 年現在は 1.93 と

なっている。 

新潟県と全国の合計特殊出生率は平成 17 年が最も低く、本町では平成 20 年の

1.34 が最も低くなっている。 

 

図 1.5 合計特殊出生率と出生数の推移 

 

 
 

出典：新潟県の人口移動（出生数）  

新潟県保健福祉年鑑（出生率） 
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  ③初婚年齢の推移 

初婚年齢は全国で平成 17 年に男性が 29.8 歳、女性が 28.0 歳であったのに対し、

平成 25 年には男性が 30.9 歳、女性は 29.3 歳と、男女とも１歳以上高くなってい

る。 

津南町の初婚年齢は、男女とも全国に比べてわずかに低くなっている。 

 

表 1.1 初婚年齢の推移 

 

 

 

図 1.6 初婚年齢の推移 

 

 

※公表数値は保健所単位での集計のみのため、十日町保健所管内 

（十日町市、津南町）の合計値である。 

 

出典：新潟県人口動態調査 
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  ④有配偶者率の推移 

本町の有配偶者率は、男性は新潟県の割合よりも高く、女性は同程度となっている。 

また、男女ともに有配偶者率は減少しており、平成 22 年は平成 12 年に比べ４％

程度低くなっている。 

 

図 1.7 有配偶者率の推移 

 

 

 

出典：国勢調査（※） 

※15 歳以上の人口に対する有配偶者の割合を計算した。 
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  ⑤転出数と転入数の推移 

転出数と転入数は、平成 9 年は転入数が転出数を上回ったが、平成 10 年以降は

転入数が転出数を上回ったことはなく、社会減の状況となっている。 

 

図 1.8 転出・転入数の推移 

 

 

 

出典：新潟県の人口移動 
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  ⑥総人口に関与してきた『自然増減』と『社会増減』の影響 

平成 9 年のみ社会増減がプラスとなっている。平成 10 年以降は、社会増減、自

然増減ともにマイナスとなり、一貫して人口減少の状態となっている。 

 

図 1.9 総人口に関与してきた『自然増減』と『社会増減』の影響 

 

 
 

出典：新潟県の人口移動 

※図の縦軸に自然増減（出生－死亡）、横軸に社会増減（転入－転出）を 

プロットして作成した 
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